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【参考：海岸漂着物の清掃活動等における課題】 

 

地域ワークショップや行政機関連絡調整会議で抽出された海岸漂着物の清

掃活動及び市町での処理に関する課題 

 

（1）地域ワークショップで出された主な課題 

 民間団体等がボランティア活動で回収した海岸漂着物ごみについては、

処理困難物を除き、市町が収集・運搬を行ってほしい。また、休日の受

入も実施してほしい。 

 処理困難物（医療系廃棄物含む）については、海岸管理者が処理を進め

てほしい。 

 機械を使って砂浜の清掃を実施する場合、生物への影響が懸念されるの

で、地域の環境に詳しい人の意見を聞くなど、十分配慮が必要である。 

 ボランティア活動を継続していくため、財政面や人員確保での支援をし

てほしい。 

 海岸漂着物問題の解決のためには、漂着物の回収・処理も重要であるが、

発生抑制対策も同時に進める必要がある。 

 子供（小･中学生）を中心にした環境学習を実施することが重要である。 

 

（2）市町から出された主な課題（行政機関連絡調整会議等） 

 一般廃棄物処理施設で受け入れできない処理困難物があるため、その処

理が課題となっている。 

 ボランティアによる海岸清掃では、分別と運搬が負担になることから、

公的な支援が必要と考える。 

 国・県・市の海岸管理区分により、連携や協力体制に課題がある。 

 漁港内は船舶の航行に支障が出るため清掃を実施しているが、砂浜の清

掃までは手が回らない。 

 災害時の流木等は船舶の運航に支障を与えており、対策が必要である。 

 アシ・ヨシ等の潅木は、ノリの養殖に被害を与えるほか、夏季の海岸漂

着物は、海水浴等の観光への影響がある。 

 発生抑制の対策としては、河川、道路でのごみの散乱防止等が重要であ

る。 


